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「史泉」投稿規定

『史泉』編集委員会では、次の要領で会員諸氏の原

稿を募集しています。

一、種類と枚数

〇論文五0枚以内（図・表・註を含めて四00字詰換算）
①研究ノート・史料紹介三0枚以内（同右）

③学界動向・書評三0枚以内（同右）
二、留意事項

①原稿は、四00字詰または二00字詰原稿用紙
に、本文・註とも一ます一字、原則として縦書

（横書も可）、完成原稲（校正段階での書きかえはこ遠

慮願います）でご投稿ください。

②原則として、図・表等の折込みはいたしません

ので、あまり大きな図・表等はご遠慮ください。

ゆ原稿のコビーはかならずとっておいてください。

三、採否等

〇原稿の採否は、委員会の責任において審査のの
ち、三か月以内に通知します。

①掲載原稿は返却しません。

③論文・研究ノート・史料紹介の執筆者には抜刷

を三0部進呈します。
四、原稲の提出先

史学・地理学合同研究室
なお、『史泉』は年二回刊行（九月末、三月末）、

原稿のしめきりは五月末と十一月末です。
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